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　2018年 11月 5日から 10日まで「中国第一回国際輸入博覧会」が上海で開催された。米中貿易
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Overseas Expansion and Digital Surveillance in China
― Politics and Society in an Irregular Capitalism ―
Youko MATSUDO
要　　旨
　改革開放 40周年にあたる 2018年は中国現代史の中で一つの屈折点になるかもしれない。高度経済
成長を背景に巨額のマネーを世界中に投資する「一帯一路」巨大経済圏構想はほころびが顕在化し始
め，中国の民間人や外務官僚の傲慢と横暴が世界中で不信と非難を浴びるような状況が多発した。い
わば鄧小平の箴言との訣別が招いた汚点である。片や，国内ではデジタル監視社会体制が軌道に乗り
始めた。しかし共産党統治下で「档案」という身上調書に支配されることに長年慣れ親しんできた国
民からの批判は低調で，むしろ歓迎する世論すら形成されている。本稿は，自由，公正，民主が未熟
な独裁国家が世界の覇権を握るという野望の実現に向けて，ハード，シャープ，ソフトの 3種類のパ
ワーを駆使し始めたことの功罪に関する試論である。
